




自己紹介シート 

設立28年目 
従事組合員９名 
非従事組合員５名 
京都市上京区 
築100年の町家オフィス

企業組合もえぎ設計　川本真澄

私たちもえぎ設計は 
参加する組合員が自ら出資し、対等平等の関係の中で運営し
ています。また生活者としての立場を尊重し、働き続けられ
る労働環境づくりにも取り組んでいきたいと思っています。 
　住まいづくりを基本にしながら、子どもの施設や環境づく
り、医療や福祉施設づくりに取り組んでいます。”住む人使
う人と一緒に”をキーワードに 
　そして集まってつくり暮らす住ま
いづくりに、スローペースながら関
わっています。 



コーポラティブハウスの実践 
・・コーポだからできたこと

栗の木コーポ 
相国寺の旧借地権付き住宅を12戸のコーポに

カマラーダドーモ  
地主の熱い想い、地上権方式のコーポ  
社会福祉法人に恩返し 
１階にグループホーム　２階にデイサービス 
上階に５戸の住戸　　　見守りあい・地域の安心

さくらコート 
L型敷地にはまり込む９戸 
通りに面してまちの縁側「とねりこの家」

なな彩コーポ 
学区にこだわるメンバーが土地探しから自分たちで 
2013年の建設費高騰、消費税UPで苦戦するも 
「現代のムラづくり」と住人たちの自己評価 

コーポラティブハウス六花舎 
さくらコートの近所の地主さんが土地利用として 
コーポラティブハウスを選択　 
入居1年目から町内地蔵盆に参加 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とまず考えます。

と、撤去を最小限にするために
家の配置を考えます。

家を建てるので何本か木を
撤去処分しなければならない

次にもともと敷地は豊かな林である

住宅街は以外に緑が少ない―この仕事をやってきた
実感です。百花繚乱の塀が建ち並ぶ街に緑を開くこ
とで、街の緑化が変わります。１本でいいから木を
外にだすと20軒で20本、両側で40本の木が通
りに出現します。

という過程を踏んでいるつもりで造園の
計画をします。
こんなプロセスは実際の仕事ではありえ
ません。
必要な面積、間取り、法規的にクリアし
ている事、デザインなどを検討された建
物が敷地にポンっともうすでに配置され
ています。
その空いているところに「ここで成長し
ていいですか？」と遠慮がちに木が植え
られます。
『図と地』の反転は『建物と緑』の関係を
反転させ、それは彩りと潤いと癒しと幸
せのある暮らしを、住まい手に供給でき
ると思います。

それが になります。

を緑にします。はじめに

単なる面積の緑被率ではなく、『緑感率』
を意識しています。立体的な緑、奥行をもっ
ている緑、梢を見上げた時の緑・・・
平面や立面の緑は、絶対に見ることができ
ないし、数字で表わされる緑に心は動きま
せん。

木に遠慮して建物を配置しアプローチや
駐車場や庭のテラスなど、どうしても必
要な舗装部分を計画します。


